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(57)【要約】
【課題】　広い輝度ダイナミックレンジの画像表示を実
現するとともに、発光部からの発光色の変化を抑制する
ことが可能な画像表示装置及びその制御方法を提供する
。
【解決手段】　本発明の画像表示装置は、画像データに
基づく画像を表示する表示部１２０と、表示部１２０に
対して背面側から光を照射する発光部１３０とを備える
。発光量制御部１５０は、発光部１３０の発光輝度が低
輝度範囲である場合と高輝度範囲である場合は、発光部
１３０の駆動電流の電流量を制御する電流量制御を行う
。また、発光量制御部１５０は、発光部１３０の発光輝
度が前記低輝度範囲と前記高輝度範囲の間の中間輝度範
囲である場合は、電流量制御を行わずに、発光部の駆動
電流のパルス幅を制御するパルス幅制御を行う。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像データに基づく画像を表示する表示部と、
　前記表示部に対して背面側から光を照射する発光部と、
　前記発光部の発光輝度が低輝度範囲である場合と高輝度範囲である場合は、前記発光部
の駆動電流の電流量を制御する電流量制御を行い、前記発光部の発光輝度が前記低輝度範
囲と前記高輝度範囲の間の中間輝度範囲である場合は、前記電流量制御を行わずに、前記
発光部の駆動電流のパルス幅を制御するパルス幅制御を行うことで、前記発光部の発光量
を制御する制御部と、を備える画像表示装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記発光部の発光輝度が低輝度範囲である場合と高輝度範囲である場合
に、前記電流量制御を行うとともに、前記パルス幅制御を行うことを特徴とする請求項１
に記載の画像表示装置。
【請求項３】
　前記発光部は、それぞれ発光量を制御可能な複数の発光ブロックを含み、
　前記制御部は、前記複数の発光ブロックのそれぞれについて、前記電流量制御と前記パ
ルス幅制御とを行うことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の画像表示装置。
【請求項４】
　前記表示部は、液晶パネルであることを特徴とする請求項１から請求項３までのいずれ
か１項に記載の画像表示装置。
【請求項５】
　前記発光部は、ＬＥＤ光源を有することを特徴とする請求項１から請求項４までのいず
れか１項に記載の画像表示装置。
【請求項６】
　画像データに基づく画像を表示する表示部と、前記表示部に対して背面側から光を照射
する発光部と、を備える画像表示装置の制御方法であって、
　前記発光部の発光輝度が低輝度範囲である場合と高輝度範囲である場合は、前記発光部
の駆動電流の電流量を制御する電流量制御を行い、前記発光部の発光輝度が低輝度範囲で
ある場合は、前記電流量制御を行わずに、前記発光部の駆動電流のパルス幅を制御するパ
ルス幅制御を行うことで、前記発光部の発光量を制御する制御ステップを有することを特
徴とする画像表示装置の制御方法。
【請求項７】
　前記制御ステップは、前記発光部の発光輝度が低輝度範囲である場合と高輝度範囲であ
る場合に、前記電流量制御を行うとともに、前記パルス幅制御を行うことを特徴とする請
求項６に記載の画像表示装置の制御方法。
【請求項８】
　前記発光部は、それぞれ発光量を制御可能な複数の発光ブロックを含み、
　前記制御ステップは、前記複数の発光ブロックのそれぞれについて、前記電流量制御と
前記パルス幅制御とを行うことを特徴とする請求項６または請求項７に記載の画像表示装
置の制御方法。
【請求項９】
　前記表示部は、液晶パネルであることを特徴とする請求項６から請求項８までのいずれ
か１項に記載の画像表示装置の制御方法。
【請求項１０】
　前記発光部は、ＬＥＤ光源を有することを特徴とする請求項６から請求項９までのいず
れか１項に記載の画像表示装置の制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、発光部を備える画像表示装置及びその制御方法に関する。
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【背景技術】
【０００２】
　近年、画像表示装置のＥＯＴＦ（Ｅｌｅｃｔｒｏ　Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ
　Ｆｕｎｃｔｉｏｎ）処理において、国際標準規格ＳＭＰＴＥ－ＳＴ２０８４等で広い輝
度ダイナミックレンジが規定されている。液晶パネルを用いた画像表示装置では、このよ
うな広い輝度ダイナミックレンジでの画像表示を表現するために、液晶パネルの透過率制
御に加えてバックライト（発光部）の発光量制御を行うことで、表示画像の輝度ダイナミ
ックレンジを拡大させている。このため、バックライトの発光量を広い輝度範囲で制御す
る必要が生じている。
【０００３】
　下記の特許文献１には、バックライトの駆動電流量とパルス幅の両方を組み合わせてバ
ックライトの発光量を制御することが開示されている。具体的には、低輝度領域では電流
量を一定に保ちパルス幅を制御し、高輝度領域ではパルス幅が１００％デューティになる
ので駆動電流量を制御する。
【０００４】
　また、下記の特許文献２に記載の技術には、バックライトの駆動電流量の変更時に表示
画像の色が変化しないように、駆動電流量に応じて映像信号を補正する技術が開示されて
いる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－５６９９６号公報
【特許文献２】特開２０１１－８５６９３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　駆動電流の電流量を変更してバックライトの発光量を制御すると、バックライトからの
光の色が変化してしまう。特に、輝度ダイナミックレンジが広い場合、暗い低輝度範囲や
非常に明るい高輝度範囲を除く中間的な輝度範囲において、色の視認性が高いためバック
ライトの色変化に起因する表示画像の色変化が視認されやすい。特許文献１に記載の技術
を用いても、中間的な輝度範囲においてバックライトの駆動電流量が制御されるため、バ
ックライトの色変化に起因する表示画像の色変化が視認されてしまう。
【０００７】
　特に、光源にＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）を用いたバックラ
イトでは、ＬＥＤの駆動電流量を変えると分光特性が変化しやすい。マスターモニタなど
の業務用ディスプレイでは高精度な色の表示が重要となる。そのため、特許文献２に記載
のように駆動電流量に応じて映像信号の補正を高精度に行うのは難しく、入力画像の忠実
な色再現が求められるマスターモニタ等の業務用ディスプレイで実装するのは難しい。工
場等において、映像信号の調整する作業にも多くの時間がかかってしまう。
【０００８】
　そこで、本発明は、上述の問題点に鑑みてなされたものであり、広い輝度ダイナミック
レンジの画像表示を実現するとともに、発光部からの発光色の変化を抑制することが可能
な画像表示装置及びその制御方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述した課題を解決するために、本発明の一実施の形態に係る画像表示装置は、画像デ
ータに基づく画像を表示する表示部と、表示部に対して背面側から光を照射する発光部と
、発光部の発光輝度が低輝度範囲である場合と高輝度範囲である場合は、発光部の駆動電
流の電流量を制御する電流量制御を行い、発光部の発光輝度が低輝度範囲と高輝度範囲の
間の中間輝度範囲である場合は、電流量制御を行わずに、発光部の駆動電流のパルス幅を
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制御するパルス幅制御を行うことで、発光部の発光量を制御する制御部と、を備える。
【００１０】
　また、本発明の一実施の形態に係る画像表示装置の制御方法は、画像データに基づく画
像を表示する表示部と、表示部に対して背面側から光を照射する発光部と、を備える画像
表示装置の制御方法であって、発光部の発光輝度が低輝度範囲である場合と高輝度範囲で
ある場合は、発光部の駆動電流の電流量を制御する電流量制御を行い、発光部の発光輝度
が低輝度範囲である場合は、電流量制御を行わずに、発光部の駆動電流のパルス幅を制御
するパルス幅制御を行うことで、発光部の発光量を制御する制御ステップを有することを
特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、広い輝度ダイナミックレンジの画像表示を実現するとともに、発光部
からの発光色の変化を抑制することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】実施の形態１に係る画像表示装置の構成を示すブロック図である。
【図２】図１に示した画像表示装置の動作について説明するためのフローチャートである
。
【図３】実施の形態１において入力される画像データの例を示す図である。
【図４】実施の形態１における画像特徴量と発光輝度との対応関係の一例を示す図である
。
【図５】制御値テーブルの一例を示す図である。
【図６】発光輝度と電流量制御値との関係を示す図である。
【図７】実施の形態２に係る画像表示装置の構成を示すブロック図である。
【図８】図７に示した画像表示装置の動作について説明するためのフローチャートである
。
【図９】実施の形態２において入力される画像データの例を示す図である。
【図１０】実施の形態２における画像特徴量と発光輝度との対応関係の一例を示す図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を用いて本発明の実施の形態について説明する。なお、本発明の技術的範囲
は、特許請求の範囲によって確定され、以下に例示する実施形態によって限定されるもの
ではない。また、実施形態の中で説明されている特徴の組み合わせすべてが本発明に必須
とは限らない。本明細書および図面に記載の内容は例示であって、本発明を制限するもの
と見なすべきではない。本発明の趣旨に基づき種々の変形（各実施形態の有機的な組合せ
を含む）が可能であり、それらを本発明の範囲から除外するものではない。即ち、各実施
形態及びその変形例を組み合わせた構成も全て本発明に含まれるものである。
【００１４】
　本発明の各実施の形態に示す画像表示装置は、表示パネルと、該表示パネルを背面から
照射するバックライトを備える。なお、以下では表示パネルとして液晶パネルを例示し、
バックライトの光源としてＬＥＤ発光素子を例示するが、表示パネルやバックライトの光
源はこれに限らない。例えば、バックライトの光源は、有機ＥＬ素子やレーザー光源であ
ってもよい。表示パネルは、液晶素子以外の素子（バックライトからの光の透過率を制御
可能な素子）を有する表示パネルであってもよい。また、スクリーンに画像を投影する液
晶プロジェクター等にも適用可能である。
【００１５】
　（実施の形態１）
　図１は、実施の形態１に係る画像表示装置の構成を示すブロック図である。図１の画像
表示装置は、画像入力部１００、画像処理部１１０、表示部１２０、発光部１３０、操作
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入力部１４０、発光量制御部１５０と光源駆動部１６０を備える。
【００１６】
　画像入力部１００は、例えば、ＨＤＭＩ（登録商標）（Ｈｉｇｈ－Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏ
ｎ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）、ＤＶＩ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｉｚｕ
ａｌ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）、ＤｉｓｐｌａｙＰｏｒｔ等の入力インタフェースである。
画像入力部１００は、入力端子とレシーバ部とを含む。画像入力部１００は、パーソナル
コンピュータやビデオプレイヤーなどの画像出力装置と接続される。画像入力部１００は
、画像出力装置から画像データ（画像信号）を入力し、入力された画像データを画像処理
部１１０に出力する。
【００１７】
　画像処理部１１０は、画像入力部１００から入力された画像データに対し、階調補正処
理、エッジ強調処理、ノイズ低減処理などを施して、表示部１２０に出力する。本実施の
形態では、画像入力部１００から入力される画像データは、複数のフレームからなる動画
像データであるものとして説明するが、静止画像データであってもよい。画像処理部１１
０は、画像入力部１００から入力された画像データのフレーム毎に画像特徴量を取得する
。画像特徴量は、例えば、１フレームの画像の画素値（輝度値）の最大値（最大輝度値）
や平均値（平均輝度値）等である。画像処理部１１０は、取得した画像特徴量に基づいて
、発光部１３０の発光輝度を決定する。画像特徴量が小さい場合は、画像を暗く表示させ
るため、発光部１３０の発光量が小さくなるように低い発光輝度に決定される。画像特徴
量が大きい場合は、画像を明るく表示させるため、発光部１３０の発光量が大きくなるよ
うに高い発光輝度に決定される。発光輝度は、例えば、発光部１３０の明るさに相当し、
表示部１２０に白画像データを表示したときの明るさである。画像処理部１１０は、決定
した発光輝度を示す発光輝度情報を、発光量制御部１５０に出力する。
【００１８】
　表示部１２０は、例えば、液晶パネル等の表示パネルである。表示部１２０の背面側に
は、発光部１３０が配置される。発光部１３０が、表示部１２０の背面側から光を照射す
ることにより、表示部１２０に表示される画像をユーザが見ることができる。表示部１２
０は、画像処理部１１０から入力される画像データに従って、表示パネルの透過率を制御
することにより発光部１３０からの光を変調して、画像表示を行う。
【００１９】
　発光部１３０は、多数のＬＥＤ光源が配置された面状の発光体であり、表示部１２０に
対して背面側から白色の光を照射するバックライトである。ＬＥＤ光源は、白色ＬＥＤで
構成されてもよいし、合成白色光を発する赤色ＬＥＤと青色ＬＥＤと緑色ＬＥＤで構成さ
れてもよい。発光部１３０の発光量は、駆動電流値およびパルス幅制御値（ＰＷＭ値）で
調整可能である。駆動電流量が大きいと、光源の発光量が大きくなり、発光輝度が高くな
る。また、駆動電流量が小さいと、光源の発光量が小さくなり、発光輝度が低くなる。ま
た、発光部１３０の光源の駆動電流はパルス幅変調により調整可能であり、パルス幅が大
きいと、光源の発光量が大きくなり、発光輝度が高くなる。また、パルス幅が小さいと、
光源の発光量が小さくなり、発光輝度が低くなる。このように、駆動電流値およびパルス
幅制御値（ＰＷＭ値）の両方で、発光部１３０の発光量を調整することにより、広い輝度
ダイナミックレンジの画像表示が実現される。
【００２０】
　操作入力部１４０は、ボタンやキー等の操作部からなるインタフェースである。ただし
、操作入力部１４０が、リモコンからの操作信号を受信する構成であってもよい。ユーザ
は、操作入力部１４０を操作することで、発光部１３０の発光量の発光量ゲインを調整し
て、発光部１３０の発光量を調整することができる。発光量ゲインが大きいと発光部１３
０は明るくなり、発光量ゲインが小さいと発光部１３０は暗くなる。操作入力部１４０は
、ユーザに指定された発光量ゲインを、発光量制御部１５０に出力する。
【００２１】
　発光量制御部１５０は、発光部１３０の光源の発光量を制御する。具体的には、光源の
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駆動電流量を制御する電流量制御値と、光源のパルス幅を制御するパルス幅制御値を決定
し、光源の明るさを制御する。例えば、画像処理部１１０により決定された発光輝度に対
して、操作入力部１４０から入力された発光量ゲインを乗算して得られた発光輝度値に基
づいて、電流量制御値とパルス幅制御値を決定する。電流量制御値とパルス幅制御値の決
定方法の詳細は後述する。発光量制御部１５０は、例えばＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒ
ｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）であり、ＲＯＭからプログラムを読み出して実行すること
により、光源駆動部１６０の動作を制御する。
【００２２】
　光源駆動部１６０は、発光部１３０の光源を駆動するドライバ回路である。光源駆動部
１６０は、発光量制御部１５０により決定された電流量制御値に応じて、発光部１３０の
駆動電流の電流量を制御する。また、発光量制御部１５０により決定されたパルス幅制御
値に応じて、発光部１３０の駆動電流のパルス幅を制御する。
【００２３】
　画像表示装置に入力された画像データが全体的に暗い場合は、画面全体を照明する発光
部１３０の発光量が小さくなるので、表示画像が暗く表現される。また、画像表示装置に
入力された画像データが全体的に明るい場合は、画面全体を照明する発光部１３０の発光
量が多くなるので、表示画像が明るく表現される。
【００２４】
　図２は、図１に示した画像表示装置の動作について説明するためのフローチャートであ
る。まず、ステップＳ１１において、画像出力装置から画像入力部１００に画像データが
入力される。
【００２５】
　図３に、入力される画像データの例を示す。画像５０１，５０２，５０３は、いずれも
全面均一の信号値を有する画像である。画像５０１は、画像５０２よりも暗い画像（低輝
度画像）であり、画像５０３は、画像５０２よりも明るい画像（高輝度画像）である。
【００２６】
　ステップＳ１２では、画像処理部１１０は、画像入力部１００から入力された画像デー
タの画像特徴量を取得する。例えば、画像５０１の画像特徴量をＴ１、画像５０２の画像
特徴量をＴ２、画像５０３の画像特徴量をＴ３とする。
【００２７】
　ステップＳ１３では、画像処理部１１０は、取得した画像特徴量に応じて、発光部１３
０の発光輝度を決定する。図４は、画像特徴量と発光輝度との対応関係の一例を示す図で
ある。図４において、横軸が入力画像データの画像特徴量、縦軸が発光部１３０の発光輝
度である。画像特徴量が大きいほど発光輝度が大きく、画像特徴量が小さいほど発光輝度
が小さくなるように、発光輝度が決定される。
【００２８】
　そして、発光量制御部１５０は、画像処理部１１０により決定された発光輝度に対して
、ユーザが設定した発光量ゲインを乗算して、最終的な発光輝度を決定する。例えば、画
像５０１については、画像特徴量Ｔ１に対応する発光輝度Ｙ１が決定された後、発光輝度
Ｙ１に対して発光量ゲインが乗算され、乗算後の発光輝度Ｌ１が決定される。画像５０２
については、画像特徴量Ｔ２に対応する発光輝度Ｙ２が決定された後、発光輝度Ｙ２に対
して発光量ゲインが乗算され、乗算後の発光輝度Ｌ２が決定される。画像５０３について
は、画像特徴量Ｔ３に対応する発光輝度Ｙ３が決定された後、発光輝度Ｙ３に対して発光
量ゲインが乗算され、乗算後の発光輝度Ｌ３が決定される。
【００２９】
　ステップＳ１４では、発光量制御部１５０は、ステップＳ１３で決定された最終的な発
光輝度から、発光部１３０の電流量制御値とパルス幅制御値を決定する。
【００３０】
　図５は、発光量制御部１５０による電流量制御値及びパルス幅制御値の決定処理に用い
られる発光輝度と電流量制御値およびパルス幅制御値との関係を示す制御値テーブルの一
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例を示す図である。図５に示している電流量制御値とパルス幅制御値で発光部１３０を駆
動すると、例えば白画像データの明るさが発光輝度値と等しくなる。図５の制御値テーブ
ルでは、色の視認性が比較的高い中間輝度範囲では、電流量制御値が一定で、パルス幅制
御値により発光輝度を変化させるような関係になっている。また、色の視認性が比較的低
い低輝度範囲および高輝度範囲では、電流量制御値とパルス幅制御値により発光輝度を変
化させるような関係になっている。
【００３１】
　図６は、図５に示した制御値テーブルにおける発光輝度と電流量制御値との関係を示す
図である。図６において、横軸が発光輝度、縦軸が電流量制御値である。低輝度範囲と高
輝度範囲の間の中間輝度範囲において、電流量制御値が一定となっている。一般的に、３
．４［ｃｄ／ｍ２］未満の低輝度範囲では完全な明所視が用いられないため、色に対する
視感度が低く、色の視認性が低い。また、４００［ｃｄ／ｍ２］以上の高輝度範囲では眩
しく感じられるため、画像を注視することが困難であり、色の視認性が低い。一方、低輝
度範囲と高輝度範囲の間の中間輝度範囲では色の変化が視認されやすい。本実施の形態で
は、中間輝度範囲を出来るだけ含めるように１０［ｃｄ／ｍ２］から３９９［ｃｄ／ｍ２

］の範囲内において電流量制御値を一定としている。１０［ｃｄ／ｍ２］未満の低輝度範
囲と、４００［ｃｄ／ｍ２］以上の高輝度範囲は、発光輝度に応じて電流量制御値が変わ
るようにしている。このように、低輝度範囲と高輝度範囲では、駆動電流値およびパルス
幅制御値（ＰＷＭ値）の両方で、発光部１３０の発光量を調整することにより、広い輝度
ダイナミックレンジの画像表示が実現される。
【００３２】
　例えば、画像５０１の発光輝度Ｌ１が１０［ｃｄ／ｍ２］である場合、図５の制御値テ
ーブルに従って電流量制御値は２０となり、パルス幅制御値は１５０となる。また、画像
５０２の発光輝度Ｌ２が３９９［ｃｄ／ｍ２］である場合、図５の制御値テーブルに従っ
て電流量制御値は２０となり、パルス幅制御値は３０００となる。また、画像５０３の発
光輝度Ｌ３が１０００［ｃｄ／ｍ２］である場合、図５の制御値テーブルに従って電流量
制御値は５０となりパルス幅制御値は３０００となる。
【００３３】
　次に、ステップＳ１５において、ステップＳ１４で決定された電流量制御値及びパルス
幅制御値を用いて、発光部１３０の発光量が制御される。
【００３４】
　例えば、画像５０１を表示する場合、発光部１３０は、電流量制御値２０及びパルス幅
制御値１５０に基づいて駆動される。また、画像５０２が入力されると発光部１３０は電
流量制御値２０、パルス幅制御値３０００に基づいて駆動される。すなわち、画像５０１
を表示する場合と画像５０２を表示する場合は、発光部１３０は同一の電流量制御値２０
で制御される（同一の駆動電流量で制御される）。発光部１３０がＬＥＤ光源のバックラ
イトである場合、駆動電流量を変えると分光特性が変わるため、発光色が変化しやすい。
しかし、画像５０１を表示する場合と画像５０２を表示する場合は、駆動電流量が同一で
あるため、発光部１３０の分光特性の変化が抑制され、発光色の変化が抑制される。この
ように、色の視認性が比較的高い中間輝度範囲では、駆動電流量が一定とされ、発光部か
らの発光色の変化が抑制される。
【００３５】
　したがって、この実施の形態１では、広い輝度ダイナミックレンジの画像表示を実現す
るとともに、色の視認性が比較的高い中間輝度範囲では、発光部からの発光色の変化が抑
制される。
【００３６】
　なお、本実施の形態では、中間輝度範囲において電流量制御値が一定になるようにして
いる。しかしながら、中間輝度範囲において、色の変化が気にならない程度に、発光輝度
に応じて電流量制御値を少し変化させるようにしてもよい。
【００３７】
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　また、電流量制御値を一定とする中間輝度範囲は、画像表示装置が設置される環境の外
光の明るさに応じて変更するようにしてもよい。
【００３８】
　また、電流量制御値が一定とする中間輝度範囲は、液晶プロジェクターやディスプレイ
等の評価規格・ガイドラインにおいて、色変化を評価する際の輝度範囲（入力画像データ
の１０％から９０％など）に対応した輝度範囲にしてもよい。
【００３９】
　（実施の形態２）
　実施の形態１では、発光部の全体の発光量がグローバルディミング制御される構成につ
いて説明したが、実施の形態２では、発光部２１０の発光量が局所的に個別にローカルデ
ィミング制御される構成について説明する。以下、実施の形態１と異なる点を中心に説明
する。
【００４０】
　図７は、実施の形態２に係る画像表示装置の構成を示すブロック図である。図７の画像
表示装置は、画像入力部１００、画像処理部２００、表示部１２０、発光部２１０、光源
駆動部２３０、発光量制御部２２０、操作入力部１４０を備える。図１と同一の構成要素
については同一の符号を付し、その詳細な説明は繰り返さない。
【００４１】
　画像処理部２００は、画像入力部１００から入力された画像データのフレーム毎に画像
特徴量を取得する。画像特徴量は、各フレームの画像を複数の領域ブロックに分割して得
られた領域ブロック毎に取得される。画像特徴量は、例えば、１フレームの画像の画素値
（輝度値）の最大値（最大輝度値）や平均値（平均輝度値）等である。
【００４２】
　画像処理部２００は、取得した領域ブロック毎の画像特徴量に基づいて、発光部２１０
の発光ブロック毎の発光輝度を決定する。画像の複数の領域ブロックと、発光部の複数の
発光ブロックとは、それぞれ配置関係が対応しているものとする。画像特徴量が小さい領
域ブロックに対応する発光ブロックは、画像を暗く表示させるため、発光量が小さくなる
ように低い発光輝度に決定される。画像特徴量が大きい領域ブロックに対応する発光ブロ
ックは、画像を明るく表示させるため、発光量が大きくなるように高い発光輝度に決定さ
れる。画像処理部２００は、決定した発光ブロック毎の発光輝度を示す発光輝度情報を、
発光量制御部２２０に出力する。
【００４３】
　発光部２１０は、多数のＬＥＤ光源が配置された面状の発光体であり、表示部１２０に
対して背面側から白色の光を照射するバックライトである。発光部２１０は、複数の発光
ブロックに分割されており、各発光ブロックの発光量は光源駆動部２３０が出力する駆動
電流によって互いに独立に制御可能である。発光部２１０の各発光ブロックの発光量は、
当該発光ブロックの駆動電流の電流量が大きいと明るくなり、電流量が小さいと暗くなる
。また、駆動電流はパルス幅変調されておりパルス幅が大きいと発光量が大きくなり、パ
ルス幅が小さいと発光量が小さくなる。
【００４４】
　発光量制御部２２０は、光源の各発光ブロックの駆動電流の電流量を制御する電流量制
御値と、光源の各発光ブロックの駆動電流のパルス幅を制御するパルス幅制御値とを決定
し、光源の各発光ブロックの明るさを制御する。具体的には、発光量制御部２２０は、画
像処理部２００により決定された各発光ブロックの発光輝度に対して、操作入力部１４０
を介して指定された発光量ゲインを乗算し、各発光ブロックの最終的な発光輝度を決定す
る。そして、各発光ブロックについて、決定した発光輝度に基づいて、電流量制御値とパ
ルス幅制御値を決定する。発光量制御部２２０は、例えばＣＰＵであり、ＲＯＭからプロ
グラムを読み出して実行することにより、光源駆動部２３０の動作を制御する。
【００４５】
　光源駆動部２３０は、発光部２１０の光源を駆動するドライバ回路である。光源駆動部
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２３０は、発光量制御部２２０により決定された各発光ブロックの電流量制御値に応じて
、発光部１３０の各発光ブロックの駆動電流の電流量を制御する。また、発光量制御部２
２０により決定された各発光ブロックのパルス幅制御値に応じて、発光部１３０の各発光
ブロックの駆動電流のパルス幅を制御する。
【００４６】
　図８は、図７に示した画像表示装置の動作について説明するためのフローチャートであ
る。まず、ステップＳ２１において、画像出力装置から画像入力部１００に画像データが
入力される。
【００４７】
　図９に、入力される画像データの例を示す。画像５１０は、それぞれ異なる画素値を有
する３つエリア６０１，６０２，６０３に分かれている。エリア６０１は、エリア６０２
よりも暗い画像（低輝度画像）の領域であり、エリア６０３は、エリア６０２よりも明る
い画像（高輝度画像）の領域である。
【００４８】
　ステップＳ２２では、画像処理部２００は、画像入力部１００から入力された画像デー
タの領域ブロック毎の画像特徴量を取得する。例えば、画像５１０のエリア６０１に位置
する領域ブロックの画像特徴量をＴ４、エリア６０２に位置する領域ブロックの画像特徴
量をＴ５、エリア６０３に位置する領域ブロックの画像特徴量をＴ６とする。
【００４９】
　ステップＳ２３では、画像処理部２００は、取得した各領域ブロックの画像特徴量に応
じて、発光部２１０の各発光ブロックの発光輝度を決定する。図１０は、画像特徴量と発
光輝度との対応関係の一例を示す図である。図１０において、横軸が入力画像データの画
像特徴量、縦軸が発光部１３０の各発光ブロックの発光輝度である。画像特徴量が大きい
ほど発光輝度が大きく、画像特徴量が小さいほど発光輝度が小さくなるように、発光輝度
が決定される。
【００５０】
　そして、発光量制御部２２０は、画像処理部２００により決定された各発光ブロックの
発光輝度に対して、ユーザが設定した発光量ゲインを乗算して、最終的な発光輝度を決定
する。例えば、画像５１０について、エリア６０１の画像特徴量Ｔ４に対応する発光輝度
Ｙ４に対して発光量ゲインが乗算され、乗算後の発光輝度Ｌ４が決定される。また、エリ
ア６０２の画像特徴量Ｔ５に対応する発光輝度Ｙ５に対して発光量ゲインが乗算され、乗
算後の発光輝度Ｌ５が決定される。また、エリア６０３の画像特徴量Ｔ６に対応する発光
輝度Ｙ６に対して発光量ゲインが乗算され、乗算後の発光輝度Ｌ６が決定される。
【００５１】
　ステップＳ２４では、発光量制御部２２０は、ステップＳ２３で決定された最終的な各
発光ブロックの発光輝度から、発光部２１０の各発光ブロックの電流量制御値とパルス幅
制御値を決定する。発光量制御部１５０による電流量制御値及びパルス幅制御値の決定処
理に用いられる制御値テーブルは、図５に示したものと同じである。
【００５２】
　例えば、画像５１０のエリア６０１の発光輝度Ｌ４が１０［ｃｄ／ｍ２］である場合、
エリア６０１に対応する発光ブロックの電流量制御値は２０となり、パルス幅制御値は１
５０となる。また、画像５１０のエリア６０２の発光輝度Ｌ５が３９９［ｃｄ／ｍ２］で
ある場合、エリア６０２に対応する発光ブロックの電流量制御値は２０となり、パルス幅
制御値は３０００となる。また、画像５１０のエリア６０３の発光輝度Ｌ６が１０００［
ｃｄ／ｍ２］である場合、エリア６０３に対応する発光ブロックの電流量制御値は５０と
なり、パルス幅制御値は３０００となる。
【００５３】
　次に、ステップＳ２５において、ステップＳ２４で決定された各発光ブロックの電流量
制御値及びパルス幅制御値を用いて、発光部２１０の各発光ブロックの発光量が制御され
る。
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　例えば、画像５１０のエリア６０１を照明する発光ブロックは、電流量制御値２０及び
パルス幅制御値１５０に基づいて駆動される。また、画像５１０のエリア６０２を照明す
る発光ブロックは、電流量制御値２０およびパルス幅制御値３０００に基づいて駆動され
る。すなわち、エリア６０１とエリア６０２は同一の電流量制御値２０で制御される（同
一の駆動電流量で制御される）。発光部２１０がＬＥＤ光源のバックライトである場合、
駆動電流量を変えると分光特性が変わるため、発光色が変化しやすい。しかし、画像５１
０のエリア６０１とエリア６０２は、駆動電流量が同一であるため、発光部２１０の発光
ブロック毎の分光特性の変化が抑制され、発光色の変化が抑制される。このように、色の
視認性が比較的高い中間輝度範囲では、駆動電流量が一定とされ、発光部からの発光色の
変化が抑制される。
【００５５】
　したがって、この実施の形態２では、実施の形態１と同様に、広い輝度ダイナミックレ
ンジの画像表示を実現するとともに、色の視認性が比較的高い中間輝度範囲では、発光部
からの発光色の変化が抑制される。さらに、色の視認性が比較的高い中間輝度範囲の画像
が表示されるエリアでは、発光部からの発光色の変化が抑制される。
【００５６】
　（その他の実施例）
　本発明は、上述の実施の形態の１以上の機能を実現するプログラムをネットワーク又は
記憶媒体を介してシステム又は装置に供給し、そのシステム又は装置のコンピュータにお
ける１つ以上のプロセッサーがプログラムを読出し実行する処理でも実現可能である。上
記コンピュータは、例えば、ＣＰＵやＭＰＵ等のプロセッサーで構成される。また、１以
上の機能を実現する回路（例えば、ＡＳＩＣ）によっても実現可能である。上述の実施形
態の１以上の機能を実現するためのコンピュータプログラム自体も本発明の一つである。
【符号の説明】
【００５７】
　１００　画像入力部
　１１０　画像処理部
　１２０　表示部
　１３０　発光部
　１４０　操作入力部
　１５０　発光量制御部
　１６０　光源駆動部
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